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東京帝國大學醫學部佐 内々科教室

署輔 士 藤 田 眞 之 助

験學士 春 原 新 太朗

(本論文ノー部ハ第19同H本 結核病學會総會二於テ報告 シタ。)

L緒

,肺結核二封 スル人工氣胸療法 ノ治療成績 二關シ

テへ 從來藪多 ノ報告 ガアリ・内外共二枚塞二

逞ナイ程 デァルガ、其 ノ優 レタ数果ハスデニ疑

ヒノナ ィ所 テ」現今人工氣胸療法ガ廣 クー般 二

行バ レテヰル所以 デァル。

東京帝國大學醤學部呉内科教室二於テモ、從來 麟

2.

先 ヅ人工氣胸 療法 ノ封象 タガ肺結核患者 ハ主 ト

シテ外來 患者 ノ中 カ ラ之 ヲ選 ンダ。氣胸療法開

始 二際 シテハ成 ルベ ク1ケ 月乃至薮 ケ月入院 サ

セテ治療 ヲ行 ツタガ、病床 ノ關係或 ハ患者 ～経

濟上 ノ貼 カ ラ、最初 カラ外來 デ該療法 ヲ施行 シ

タモ ノガ相當多 カツタ ・メ、斯 カル場合 ノ適懸

ハ可成 リ制限 サ レタ
。帥 チ通院 二堪 エル必要 ガ

アルタ メ、 自豊 的症歌殊 二獲 熱著 シカ ラザル モ

ノデ、主 トシテー一側 肺 二活動性病攣 ヲ認 メル モ

ノニ行 ヒ、殊 二其 中 デ喀疾 中 ノ結核菌陽 性 ノモ

ノ、 室洞 ヲ認 メル モノ及 ビ最近 二喀廠 ノアツタ

モ ノニへ 事情 ノ許 ス限 リ必 ズ行 フコ トニシタ。

入院可能 ノモノニ於 テハ勿論螢熱 ガ相當 ニ アリ

其他 ノ自畳 的症欺 ガ張 イ場合 ニモ行 ツタ。叉病

鍵 ガ爾側 肺 ニアルモー側蹄 ノ病憂 ガ割合 二廣 ク

ナ ク且 ヅ停止歌態 ニア リト推定 セラレルモ ノニ

モ偏側氣胸 ヲ施 シタ。尚 ホ偏側氣胸施行中 二氣

'言

肺結核患者二封 シテ人工氣胸療法 ヲ行 ツテ來 タ

ガ、.弦二我々ハ昭和6年1月 カラ昭和15年6月

二至ル9ケ 年牟二、肺結核患者ナ封 シテ施行 シ

タ人工氣胸療法 ノ成績 二就 テ、其 ノ統計的観察

ヲ試 ミタイ ト思 フ。

實施方法

胸反封側肺二新病竈 ヲ生 ジ、或ハ最初カラ存在

シタ病攣ガ」曾悪 シタ場合、叉絵 リ廣範園二亙ラ
ず ノ

ザル爾側活動姓肺結核 二於 テハ、時二雨側人工

氣胸 ヲ行 ツタ、

合併症 トシテ腸結核 ノ疑 ヒアルモノ、重症喉頭

結核、雨測腎臓結核、.重症糖尿病、心臓機能不

全症等 ヲ有 スりレモノハ禁忌 トシタガ、輕症 ノ喉

頭結核、腎臓結核、糖尿病等及 ビ機能不全 ヲ俘

ハナイ心臓辮膜症ハ適慮症二入 レタ。

先 ヅ胸部「レ」線検査 デ選澤 シタ患者 ヲ氣胸室二

招致 シテ適鷹二瀾 スル精細ナ検査 ヲ行ツタ。帥

チ胸部 ノ理學的検査 「レ」線撮影 ヲ行 ヒ、赤血

球沈降遽度、肺活量、 髄重、 更二血液像(殊 二

白血球繰)、 揚合二依テハ尿 ヲ検査 シタ。 爾ホ

盟温表二毎食前及 ビ就床前 ト郎チ1日4同 検温

記入サセ、又乾燥清毒 「シャー レ」ヲ渡 シテ再來

日早朝 ノ喀疾 ヲ持参サセ、其中 ノ結核菌 ヲ塗抹
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染色標本 二依 テ検 シタ。〈最近 ハ培 養 ヲモ併 セ行

ツ テヰル。)而 シテ毎週1-2爵 イ火金或 ハ月金
、

ヲ氣 胸施行 日 トシテヰルe)通 院 サセ、通常1-

2週 間、時 ニハ約1ケ 月経過 ヲ観察 シ適鷹 ヲ定

メタ.此 ノ期 間中』輕快 スル傾向 アノレモ ノハ氣

胸療 法7行 ハズ其後 ノ経 過 ヲ親察 シタ。從 ヅテ

斯 カル患者 ノ中 ニモ後 二氣胸 ヲ行 ツ タ モ ノ ガ
ザア ル

。

氣胸ハ通常午後施行 シタガ、食事後約1時 蘭ハ

之 ヲ避クタ。 氣胸装置ハ池田氏改良Grass式

人工氣胸装置 ヲ用 ヒタ。注入瓦斯ハ昇莱水及 ビ

綿栓 ヲ通 シタ察氣ヲ用 ヒ、寒冷期 ニハ保温装置

デ擾氏37度 二加温 シタ.氣 胸針ハDenecke氏

氣胸針 ヲ乾燥清毒 シテ用 ヒタ。

穿刺ハ先ヅ前腋窩線デ第4-6肋 間デ行 ヒ、該

部二癒著ガアツテ氣胸不可能 ノ際へ 背部肩脾

骨下角線 デ第7-8肋 間デ行 ヒ、更 二此部二於

テモ癒著ガアル場合ニハ、前胸部第1-2肋 間

デ略 ㌃乳階線 ト前腋窩線 トノ問二於テ行ヅタ。

皮膚 ノ清毒 ニハ沃度丁幾或 ・ゾマーキ隷ロクロー

ムJヲ、局部麻酔ニハ盤酸 「プロカイン」液ヲ用

ヒタ。最初 ノ容氣注入ハ其 ノ肋膜腔内屋 ノ如何

ニモ依ルガ、 通常150-300ccm二 止メ、 肋膜

腔 ノ終墜ハ必 ズ陰墜 ノ状態二置 ク。氣胸施行後

入院患者ハ勿論背臥位 二於テ安静 ヲ績ケルガボ
な

外 來患者 二於 テハ30分 乃至1時 間背臥位 ヲ取

ラセ。輕度 ノ氣胸側 胸部 ノ墜迫 感以外 二、疹痛、

呼 吸困難其他 ノ障碍 ガナヶ レバ、蹄宅 セ シメテ

安静 ヲ ドラセル。氣胸後通 常1-2日 間 ハ胸部

塵迫感 ノ他 二時 二疹痛 ラ感 ズル コ トガアルガ、

其 レ以外 二特 二著 シイ副作用 ヲ認 メナカツタ。

後充盈 ハ3--4日 毎 二行 ヒ、室氣注入量 ヲ次 第

二壇加 セシメ、第3-4同 後 充盈 ノ際 二呼氣時

ノ内座 ガー1又 ハ0二 止マル程 度ニ シテ氣胸 ヲ

完 成 スルコ トニ シタ。 氣胸完成後 ・、1週 間毎 二

後 充盈 ヲ績 行 シタ。後 充盈 履 ハ暫 ラク横臥 セ

シメタガ、勲 同 ノ後 充盈後 ハ異 常 ガナィ限 リ直

二起立 セシメタ、尚 ホ後 充盈 ノ後 ニハ時間 ノ許

らノ

ス限 リ成 ルベ ク「レ」線透覗 ヲ行 ヒ、肺 ノ盧睨状

態其他 ヲ見ル コ トニ シタ。後充盈 ハ注 入シタ空

氣 ノ吸牧i速度 二依 テ、 次第 二10日 、2週 間、3

遇 間 ト間隔 ヲ延バ シテ行 ヅタガ、少 ナク トモ1

ケ月 二1同 ハ施行 シタ.室 氣注 入量 ハ肋膜腔内

塵 二依 テ異 ナ ルガ、通常 ・100-.6:rOccmデ 、 多

ク ト～e800--1000ccm二 止 メ、 終黙 ハ必 ズ陰堅

響 ノ歌態 二置 イタ
。 ジ

爾側人 工氣胸 ハ肺 活量 ガ犬eeIOOO-1sooccm

以 上 ノモ ノニ行 ヒ、病璽 ガ活動 性 ガ且 ツ廣範 園

ナ側 二先 ヅ施 行 シ、 ソレガ完成 シテカ ラ後 反封

側 二行 ツタ。後 充盈 ハ爾側交代 二行 ヒ、時 ニハ

同時 二行 ヅタう トモアル。 尚偏側氣胸施行 中 二

氣胸反封側蹄 二新病竈 ヲ生 ジ或 ハ反封側肺病墾

ガ進行 シテ、爾側氣胸 二∫多行 シタ場合 モアル。
の

而 シテ爾側人 工氣胸 ハ最初 ハ入院 セ シ メ テ行

ツタ。

人 工氣胸施行 中ハ通常2-3ケ 月 毎 二Pt「li・…」線

撮影、赤沈測定、喀疾検査、禮重測定 ヲ行・ヒ経

e過 ヲ観察 シタ。勿論必要 二慮 ジテハ随時諸種検

査 ヲ行 ツタ。而 シテ治療 ヲ開始 シテ2-3ケ 月

後、 自冤 的症妖 ガ殆 ン ドナ イ場合 ニハ、重筋肉

勢働 以外 ノ從來 ノ輕度 ノ業務 二從事 セ シメテ治鞠

療 ヲ績 行 シ麦。此際喀庚 中 ノ結核菌 ガ陰性 ヂア

ル コ トガ望 々 シイ.併 シナガ ラ患者 ノ事情 二依

テ早期 二業務 二復 スル モ ノガ多 久 又止 ムヲ得
し

ズ相當 ナ勢働 二從事 スルモ ノモアツタ。'

氣 胸療法 ヲ完 了セ シメル時期 二就 テハ、 肋膜癒

著或 ハ増悪等 ノタメニ治療4≧バ ニ亥テ中止 セザ

ル ヲ得 ナ イ場合 ヲ除 イテ、相當 ノ期間 自魔的症

状全 クナク、 喀疾結核菌陰性(最 近ハ屠養 ノ成

績 二依 テヰル〉、艦温、 赤沈値正常デ、「レ」線

像 二於テハ病的陰影漕失 シ或ハ著 シク硬化 シタ

場合二始 メテ治療 ヲ打 チ切 ッタ。而 シテ急ニハ

氣胸ヲ腹 止セ礼 後充盈 ノ間隔 ヲ延バ擦 氣注

入量 ヲ滅少 セシメテ、吹第 二完了セシメル形式

ヲ ト ツ タ.,
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3.

入 工 氣胸療 法 ノ治療 成績 二關 スィレ報告 ハ極 メテ

多数 アルガ、 其 ノ主 ナルモ ノ殊 二最 近 ノモ ノヲ

暴グル ト・Ri.騰 小 川・-N?veau,R・1・ff ,

Komacher,vMarko,Puder ,Rubin,Aycock

塾ρdKellerの ・uglas,・9aleyandStringer,

Bucholdt,Wambach,Ebers ,Schoch,加 藤、

大臥 加藤、等 ノ報告 デアル。其 ノ成績 ハ魑 々

デアルガ・ ソレハ勿論適鷹症 ノ選繹
、實施方法

1外來或 ハ入院)等 ノ差異 二依 ルモ ノデv雷 然 ナ

コトデアル。Roloffノ 各 國 ノ遠 隔成績 ノ統計

ヲ線括 シタ結果 二依 ル ト、私立療 養所 二於 テハ
、

菌陰性率36-38%、 臨1休的治癒i奉17-66%、

完 全就業牽24r59%、 良 好牽38-78%二 封 シ

.テ～其他 ノ療養所、病院 外來診療所 等 二於 テ .
ハ成績稽 ζ不良 デ、菌陰性率7-48%、 臨 林的

治癒李21-37%、 完 全就業XE7--6426、 良 好

奉21-64%デ アル.

呉 摩科教室 二於 テ昭和6年1月 カ ラ昭和15年
　

6月 二至ル9ケ 年孚 二人工氣胸療法 ヲ試 ミタ肺
ハ

結核患者 ハ相當 ナ激 二蓮 スル ガ、癒薯或 ・・其他

ノ事情 デ氣胸 ヲ完成 シ得 ズ、早期 二中止 シタモ

ノヲ除 ク5264例fデ アル。此 ノ264例 二施行 シ
つ

タ氣胸同籔 ハ6751同 、 延 月藪 ハ3417月 デ、各

例 二於 テ李均約25.6同 、1年1ケ 月 氣胸 ヲ行

ツタ込 トニナルの ノ

批 ノ264例 二就 テ入 工氣胸療法 ヲ完 了或 ハ中止

シタ時 ノ成績(以 下直後成績 ト記 ス)ハ 第1表 二

示 ス魯 クデア嵐。

弦 二治癒 トハ臨林的治癒 ヲ意味 スルモ ノデ、 自

覧晦矧 犬全 クナ ク以前 ノ職業 二從事 シ、fi,)£fg

正 常、喀疾 ハ勿論 結核 菌陰牲 デ、 レ線 像 ハ病

.的陰影消し失 シタカ或 ハ著 シク硬 化 シタ毛 ノヲ基 一

、 第1表

駕
癒 睡

直後92
成績

護劉 ・751翌一 一奮鴇.4

治療成績

ゲタ。輕快ニハ輕度 ノ自登的症舞犬ハ残 ツテヰル ,

夙 輕度 ノ勤務二差支えナ久 赤沈ハ正常値 ヲ〆

示スカ或ハ其 レニ近 久 喀疾中 ノ結核菌陰性 デ

「レ」線像ハ治療前二堵 シテ輕快 シ索状或・・硬斑
ザ

状 即チ非活動性 ノ歌態 ニアル ト思 バ レルモ ノヲ

含 メタ.不 鍵 トハ治療前 ト著 シイ攣化 ヲ認 メナ

イモ ノ、 壇悪 ハ治療前 二比 シテ症獣悪 化 シ勤務

不可能 デ、多 クハ赤沈値促進 シ、喀疲 中 ノ結核

菌 陽性 乳 「レ」線像 モ病竈或 ハ籏 大 シ或 ハ軟斑

状、雲歌 トナ リ、或ハ塞洞 ヲ認 メ、 活動性 ノ傾

向 ヲ有 スルモ ノデアル。

治癒及 ビ輕快 ヲ合 シテ良好牽 ヲ計算 シタ。然 ル

時 ハ良好率ハ55・3±3.1%、 曾 悪牽 ハ28.4±

2・8%デ アルe

次 二氣胸療 法開 始後2年 以上 ヲ経 過 シタモ ノノ

成績 ヲ遠隔成績 ト ス レバ、 昭和17年3月 末 マ

デニ2年 以 上 ヲ経過 シ、 而 カモ當時 ノ歌態 ノ判

明 シタモ ノハ、138例 デ、 之 二治療開始後2年

以 内二死亡 シタモ ノ37例 ヲ含 メル ト175例 デ ア

ル。 從 ツ テ治療開始後最 モ長 イモ ノハ11年3

ケ 月 ヲ経過 シテヰル ワケデアル。此 ノ遠隔成績

ハ同 ジク第1表 二示 シタ
c治 癒、 輕快、不攣、

増悪 ノ標準 ハ直後成績 ト同 芝ク定 メタ。 郎 チ患

者 ヲ來院 セ シメテ諸種 ノ検査 ヲ施 レタガ、來院

不可能 ノモ ノハ問合 セニ依 テ其 ノ状態 ヲ推定 シ

タ。死 亡二就 テハ、2年 以内 ノ死 亡籔 ハ直後成

績 ノ欄 二塞 ゲ、遠隔成績 ノ瀾 ニハ2年 以内 ト2

年 以後 ノ死亡敏 ノ聰和 ヲ墨 グタ。然 ノレ時ハ遠隔

成績 ノ良好i率ハ47.4±3.8%、 囎悪 率 ハ45.2

±3・8%デ アルe舷 二舜悪 ト死亡 トヲ合 シデ増
び

悪率 ヲ計算 シタ,以 下 ノ各表 二於 ケル良好牽及

ビ増 悪率 ハスベ テ第1表 二準 ジタ。

直後成績及ビ遠隔成績

亡

幽 篶1;1:1:1諜」
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＼

筒以上 ノ175例 二就 テ直後成績 ト遠隔成績 トヲ

比較スレバ第2表 ノ如クナル。郎チ直後成績二

於 テ治癒 ノモノハ遠隔成績極 メテ良好 デ、輕快

ノモノハ稽べ良好 デアルガ、直後成績 二於 テ増

死

巳
メ

ナ

ハ

タ

へ
好

分

ル

良

部

'セ

ガ

、

大

悪

例

ノ

増

1

・其

シ

ノ

デ

溜

中

良

瀦

ノ

不

液

ノ

テ

出

モ

メ

滲

タ

極

ニ

シ

。

ハ

妓

止

ル

盤
誰
糞

/

ル

法

ヅ

ノ

ヰ

療

辿

モ

テ

胸

ヲ

ノ

シ

氣

過

悪

亡

二

纒

第2表 直後成績 ト蓮隔成績 トノ關係

＼ 、、 遠 隔i
＼i治 癒 輕 快

直 後 ＼＼}

不髪 墳悪 死亡備)
…

計 良好率%1聡 靴
《

治 癒140 4
～一{-

36

i2 1 47
　　　

57

93.6±3.66.4±3.6
一郵 隔「 夷「

2
き

4
18

10(1) 66.7±6.2i31.8±6。2

不 塑i
『 一 一 …一

増 悪

12 5 3鞠 20 {40.・ 土 ・0.9

1
㎝一
13i

2 48(36) 51 1.9±1.9198。1±1.9

計42 41 17 62(37)・ ほ75

次 二各種 ノ條件 ト直後及 ビ遠隔成績 トノ關係 二

就 テ考察 シテ見 ヨウ。勿論 惣ニー ッ ノ條 件 ト治

療成績 トノ關係 ヲ取上 ゲテ見 テモ、 他 ノ種 々 ノ

條 件 トオ互 二密接 ナ蘭聯 ヲ持 ツテヰルコ トデア.

ル カ ラ、次 二示 ス成績 ハ夫々 ノ條 件二封 スル縄

封的 ノモ ノデハナイ。百分牽 二就 テハ夫 々李均

誤差 ヲ計{算 シ、其 ノ値 ノ比較的大 ナル モ ノニ封

シテハ断定的 ナ結 論 ヲ與ヘル コ トヲ避 ケタ。之

等 二封 シテハ今後 例敷 ヲ壇 スコ トニ依 テ解決 ヲ

第3表

與 へ得 ルモ ノデ アル。

(1)性 別な
性 別 トノ關係 二就 テへFrisehbier,Kremer,

Dumarest等 ハ女子 二於 テ稽 く良好 デアル ト云

ツテヰル。我 定 ノ場合 ハ男子176例 、 女子88例

デ・良好率 二於 テハ殆 ンド差 ハ認 メ ラレナ塗机

ド モ

壇悪牽 二依 レバ女子 ノ方 が稽 く不良 デアル、

(第3表)

性 別 』
潤ノ

、 紬釧 治剰 轍 陣/妬1死 壱{良 好率%擁 騨%

直 後! 男}176i38{餌
35 39 (18) 57.9±3.7 22.2土3。0

成 績}}}

遽 隔
成 績

女 188 血6

一一i

28 8 36 q9) 50.0±5.亀 40.0±5、2
!

男 105 31 23 9 10 (32) 5L4±4.8 30。5±4.2

i女 }70 11、 18 4 7 (30) 41.4±5.9 42。8±5.9一

(2)年 齢

年齢 別二依 ル成績 二就 テ・＼Roioffハ15歳 マ

デ ノ小見 二最 モ有数 デ、 ソレカラ.35歳 マ デハ

次第 二有敷率滅少 シ、35歳 以上 ハ極 メテ不良 デ
ノ

アル ト云 フ。Bucholdt二 依vバ20--25S£ 二

於 テ最 缶良好 デ、 退院時菌陰性奉36%、 遠 隔

ノ

年)ヲ 器 グ テヰル。
ノ ●

我eノ 例 二於 テ ハ、 治療開始時 ノ年齢 ハ14-

46歳 デ、絡藪 ノ約3分 ノ2ハ15-25歳 デ アル。

弦 二割 合 二例藪 ノ多 イ14-30歳 ノ成績 ヲ比較i

スル ト、査後成績 二於 テ21-25歳 が稽 ζ良好

ナ感 ガ アルガ、其 ノ差 ハ著 シクナ 久 遠隔成績

デハ26--30歳 二於 テ稽 ㌃良好 ナ傾 向 ガアルガ、

成績(2-12年)二 於 テハ66%、Wambach二 依 劇 餓 リ差 ハ認 メラレナイ。 通常50歳 以上 デハ豫

ル モ21-25歳 二於 テ 良好 デ 遠隔成績(3-17一

年)43.1%デ アルガ、Ebersハ20歳 及 ビ30歳

代 二良好 ト云 ヒ、42.5-47.8%ノ 成 績(1i/,-15

後 不 良 デ ア盤 ト云 ハvテ ヰルガ、41歳 以上 デハ

直後成績 デ13例 中輕快5、 壇悪4ト 云 フ成績 ヲ

"'示
シタ。(第4表)'
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評 第4表 年 齢

「 糊 擁 睡快履 翻 死 司 良好率%噸 騨%

直

後
成

績

14--20

劉 迎L!17穐 ⊥

}-

10 27i(16) 50.0±5。8…36.5±5.6

21-25
ミ㎜
89 21 .35 12

_。-

12

21(14) 62.9±4。923.6±4.5

26-30_L至 靴

:22

8・20 12 (53 53.8± β.923.1=ヒ5.8

31-35 5i6 3 8i(o) 50。0±10.636。4±10戸3

36=「{… 汚一13111 16 7i(2) 51.8±9.6}25.9±8.4

遠
隔

成

績

14-20
　{_

遇_i12110{5}61(23) 39・3±6・5151・8±6・7『 一 一 囎

21-25 58116113i35!(21) 50・Q土6・6{44・8±6・5

26-30 3・i7
甲… 一一

17i
櫛一 一一__ と

14

L⊥
4

_～ 矧

31

2,4!(8)
13・3±9・1i40・0±8'9

一 　

一一

31-35
}一 一

4 (5)12.0±11。gi35.3士11.6

36一

{

35「 二1 (5[}・

(3>職 業tW

職業 ト治療成績 トノ關係 ハ勢働 二從事 スルモ ノ

ハ豫後不良 ナル傾向 ガ アリ、Wambach二 依 レ

バ、重筋 肉努働者 ノ3--17年 後 ノ菌陰性牽4.4%

二封 シテ、 輕 イ業務 ノモ ノハ54.4% 、 無 職 ノ

モ ノハ36。5%デ アル。Ale)輪nderモ 筋 肉夢働

者 ノ30%み 封 シテ事務 二從專ス 、ル モ ノハ67%

ソ永 績的数果 ヲ塞 グテヰル.

舷 二男子 二於 ケル職 業 ヲ大別 シテ、職 工其他相

當 ナ筋肉勢働 嵩從事 スルモ ノヲ勢働 二、會祉員、

商人、教員等 ヲ事務 ニー括 シ、女 予二於 テハ事

第5表

務員、教員、看護 婦、 女工其他職業 二從事 スル

モノヲ事務 二入 レ、其他 ヲ便宜上未婚及 ピ既婦

二分 ケ タ.爾 ホ事務 ノ部 二屡 スルモ ノハ殆 ン ド

全部 ガ未婚 デアル.

然 ル時 ハ其 ノ成績 ハ事務 二比 シテ勢働稽 ζ不良

デ アルガ、 直後 及 ビ遠隔成績 ノ間 二著 シイ差 ヲ

認 メナイ ノニ封 シ、學生 二於 テハ爾者 ノ成績 ノ

間 二差 ガア リ、遠隔成績 ガ不良 デアル.女 子ユ

於 テハ職=業 ヲ有 スルモ ノハ成績稽 く不 良 ノ傾 向

ガア リ、既婚 ト未婚 トノ間 ニハ著 シイ差 ハ認 メ

ラvナ ィ。(第5表 〉

塘 懸

職 業 解

一 綿酬 醜 轍 履 険瀞 死 亡1良 好傘%増 騨%

直
後
成
績
(
二

三

九
例
)

男

勢 働 50 114蜜 12
'915 鑛

(4)謡 52.0±7.130.0±6.5
…

事 務・ 57 16 24 1116 』 (3) 70.2±6.1i10.5±4.1

學 生 39 8 17 6i8 (5) 64。2±7.7{20.5±6.5

!無 ・ 職
7 1 1

--

6

114 (3) "{一
庸 務 30 6

と }5

4gに τ ・11(8)

一　

13 }(6)
●

40.0十8.943。3十9.1-Fi一 謄

女1未 婚ヨ 27

{ [引

…
48、2±9.640。7±9。5

既 婚 29 31413ぐ5) 58。7±9。1i31.1±8.6

　
顧)

男

i

勢 働 27
㎡A『

39

12 2i3i317…51・8± 二9蘇6i37。1ニ ヒ9・3

事 務 14 12 3

畑
3ド7166・7±7・5126・3±7・1

i學 生 26 5 7 ,2 4846◎2±9。846。2±9。81

一

女

.無 職 6 2 ! .4 　 }
事 務 21 4 2 1 410 28.6±9。8 66.7±10.3

未 婚 23 4 6 1 1i11 43.5±10.3 52.2±10。4

既 婚 25 3 101 2 1;9, 52.0十10。Ol一 40.0±9.8

(4)嚢 病カラ治療開始マデノ期間

氣胸療法ハ早期 二行 フ程良好ナ成績ヲ得ルコト
墾

ハ勿論 デ、RolofD・ 開 放性 ニナツテカラ治療開

始 マデ ノ期 間 ガ3ケ 月以 内 ノ時 ハ他 二比 シテ其.
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ノ成績良妊 デ、 直後 成績 二於 テ52%、 遠 隔成績

(2・-12年)二 於 テ48-50%ノ 閉 鎖牽 ヲ墾 ゲテ

ヰル。

臨 沐的症状 ガ アラバ レタ時、 又 ハ無 自魔 デヰ テ

病 攣 ヲ登見 サ レタ時 カ ラ氣胸療法開始 マデ ノ期

第6表

月コ轡{

ー

鞭浄
へ

閥 ト治 療成績 トノ關係 ヲ考ヘ テ見ル ト、比較的

例敷 ノ多 イ1ケ 月以内、」 一一3ケ 月、3--6ケ

月 ヲ トレバ、 早期 二治療 ヲ開 始 スル程縫 過良好

t'ル傾向アリ、殊 二褒病後4ケ 月以内二治療 ヲ

開始 シタノハ明カニ成績優秀デ、更 二遠隔成績

婁病 カラ氣胸開始マデノ期間

・顯i治 癒 輕蜘 硬 隠 悪屍 亡限 好傘%i

画朔=可 托
後3fi -一・6月

成

績

藷i÷
-

【(U

2

一2

43512

6月碗 「奪「2gi4・-「-L」L

1年一 「蕊二T…!1{5i 、.7

蓮 、月≡ll÷ …馬 ÷!-1圏

lli鐸 窯 薫li爵 手i

9i7

∫亙Lτ
10}16

r2)

(8)

(7)

(8)

(5)

7

15

13

10

5

二於 テ其差 ハ顯著 デ アル。 慌6表)

(5)氣 胸 開始時入院 力外來 力

Ulrici,Scbmidtヲ 始 メ多 ク ノ學者 へ 氣胸開

始 時 ノ偶獲事故 ヲ避 ケル タメ、 氣胸開 始ハ必 ズ

入院 セ シメテ行 ヒ、縄過 良好 ノ場合 二敷週後始

メケ通 院 セ シメ外來 二於 テ治療 ヲ績行 スベ キデ

アル ト芸 ヒ、R。1・ffハ 外 來 二於 テ氣胸療法 ヲ

行 フ際 ニモ最初3一6ケ 月 ハ聖 セ シメル ト㌃

ual第7表

良 好 傘%
h

70.9士6.1

障 悪率%
…}一 …　r-

12.7三 ヒ4.5

51.5±6.1 128.8十5.6 一

39。5±7.4
137

.2±7.4
謄

・62
。2十9。 〇一 27.6±8.0

61。3±8.7 22.6±7.5

70.8±7.1 26.8±6.5

.49.o王 「汀 一44.8±7.2

31.9±9β' 56.0十9.9一
響齢

31.8十9。9一

硝
59.1十10.5一

(55.7±12。4 r3L3土11.6)
[

ツテヰル。寺 尾 ハ最 初 カラ外來 二於 テ氣胸 ヲ行

ヅテ差支ヘ ナィコ トヲ彊調 シテ居 ル。

我 々 ノ例 デハ種 々 ノ事情 ノタメ外 來 デ氣胸 ヲ開

始 確 モ ノガ195例 二封 シテ・一 定期 間入院マ

シメテ行 ツタ ノガ僅 力69名 デアルガ、前者 ノ場

合 ニモ特 二隅費事 故 ヲ認 メナカツタ。此 ノ爾者

ノ成績 ヲ比較 スル ト、入陛例 ハ少藪 デハ アルガ、

爾者 ノ間 二殆 ンド差 ガ認 メ ラレナイ。(第7表)

氣胸開始時入院 力外來 力

司 総酬 瀧 酬 穫 瞳副 死 亡喚 好傘%険 騨%

適 後 外
成績 入

遽隔
成績
外 來

入

1951396833來55

院 二垂1「τ24竃 「2・
曾1181292812

13415冨 5713

(24プ54.0±3.623.1±3。1

57.0±6.0(13)29。0±5.4

48。3±4,64044.0±4.6

2245.6±6.651.9±6.6'

(6)開 放性 力閉鎖性 力 色標本二依ル結核菌 ノ有無二從 ツタ。然ル時ハ

調 放性 力閑鎮性 カノ匠別ハ圭 トシテ階疲塗抹染 氣胸開始時閉鎖性 ノモ ノハ開放性 ノモノニ瓦 シ

第8表 開放性力閉鎖性力X

麟 魎 圓央随 擁 匹 亡!朗 率危 唆 騨 危
直後
成績
一一一

遠隔
成績

閉 鎖 性 1133143 161 23

!(13月

65.4±4.1
i20・4±5・4}

開 放 性
・、5、
。23構 一書_-一

271 521 (24) 45.0±4.0 135。0±3.9
　一

閉 銀 性 81器L翌
_;
5} 9 23 54.3±5.5

一
39.5=ヒ5.4

ρ一

開 放 性
…

9419120 81 8{ 39 41.5d=5。1 、50.0土5.0
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曝嘱

テ成績良好 デァル。(第8表)

侮 零氣胸療法 ガ喀疲 中 ノ結核 薗二封 シテ如何 二

影 響 ヲ與 ヘルカニ就 テハ、桂、岡部 ハ治療前開

放性 ノ,k,ノ66例 中30例 、小山 ハ46例 中35例 、

粛胸療法二依 テ閉鎖性 トナ シ得 タ。 叉退院時 マ

デニ閉鎖性 トナ ツタモ ノハ、Ro1◎ffハ31.5%、

?Kornaeherハ45.8%、Bucho}dtソ ・26.6%ノ

激字 ヲ塞 グテヂル。 鍮

我々ノ例 二於 テハ氣胸開始時開放性 」Uモ ノ151

例 中、92例 帥 チ60.9士4.0%ハ 治i療二依 テ閉

鎖性 トナ ツタ。此 ノ閉鎮性 ニナルマデツ 期脇 ヲ

365

3ケ 月 ヲ境界 トシテ分 ケテ見ル ト、判明 シタモ

ノ79{列 中48例 〔69.7±5、5%♪ ハ3ケ 月以内 二

閉鎖性 ニナツタ♂此 ノ3ケ 月以内 二閉鎮性 トナ

ツ タモ ノ ト、3ケ 月 ワ経 テカラ閉鎖性 ニナツタ

モ ノ トヲ比 較 スル ト、此間 二格 別 ナ差 ハ認 メラ

レナイ.併 シ兎 二角治療 二依 テ閉鎖性 トナツタ

モ ノへ 治療前 カラ閉鎖性 ダ ツタモ ノト比較 シ

テ、殆 ンド同様 ナ治療成績 シ爆 ゲタ。 第9表 ♪

次 二遠隔成績 ヲ纒過 シタ年敏 二依 テ開放性 及 ピ

閉鎖性 ト別々 二分 ケテ見ル ト表 ノ如 クナル.

(第10表 〉

第9表 喀疲結核菌陰性ニナルマデ ノ期間

lam!治 癒1鰍 陣 険 悪1死 司 良好奉%隔 辮 蝦
直;3月 以 内

一』後成
績

月旺

遠
鰯
成績

計

…遺_7射1引 護 …亙
{器腔 薩 す襯1一 急

一坐 」-1L201116}(3)
・31516'T「6(3)

12(6)

kve-7

26"「襲「!ボrガrri
6 13

64.6±V6:9"一 一7mu'ユ2.5±4.8

67。8±8.419。4±7、1・

15.2十4、065.8十5.3

46・4+9・一 巫{1
52.4=1二10。938。1=上10。6

49.{》 十7.1撒k38.8十8。9

'
第10表 閉鎖性及ビ開放性肺結核 ノ年緻別二依ル遠隔成績

巌継

葡

網

年 酬 総 瞬 治 価 捌 ギ 不 愛 塘 副 死 亡{1
2-4 21(32)細2ぐ5) 8(9)1!(5)i4(5) 1年 以 内死亡1

4-6
}一A

28(31)11び
.(11)

韮

'
6(10)下(3)15(2) ll餅 占 遡_一 ¶ …_…-

4α6)1
__T一 皿一}一 一 一

16-8 11(3)i6(1) 5(1、 ヨ

(1)
§
1-2年 死 亡

8-10 6(2)3
卜㎝

2「 「(1)(1)
騨一

9(8)1
き

10一

匪 一 一一

2(2)i2(2) ・→
§ }二 二」

d

左方数字ハ閉鎮性、右方括弧内ハ開放性

のタ

(7)氣 胸 側

偏測 氣 胸 ノ治 療 成 績 二就 テ ハ 逡 隔 成 績 二 於 テ、

Roloff(2--12年 〉ハ515例 中27,2%、Kornacher

〆(2 --14年)ハ179例 中54 ・1%、Bucholdt・2

--12年)ハ154例 申50
.0%、Wambach《3-

17年)ノ 、308例 中34.4%、Eber$(1Vガ ー15年)

ハ158例 中39.2%、 ノ閉 鎖 牽 ヲ塞 ゲ テ ヰ ル 。

又H6nich(4-・9年 ♪・・10)例 中 良 好44%ヲ 得

タ ト云76我 々 ノ偏 側 氣 胸 ノ弼 籔 ハ231例 デ其

ノ直 後 成 績 ハ 良 好59・3±3・1%、 壇 悪24・2±

2。8%デ 左 右 ノ差 ハ 餓 リ認 メ ラ レ ナ ィe逡 隔 成

σ

歩 輪

績 二於 テハ144例 中 良好53、4±4。2%、 域 悪

40.3士4.1%デ 、 左側氣胸 ノ方 ガ稽k不 良 デ

ア ル ・ 。o

爾側 氣胸 ノ治療成績 ハ勿論偏側氣胸 二比 シテ不

良 デ、外來 気胸 デRiemannハ30例 中20%、

v.Maskoハ33例mp15.8%ノ 良 好率 ヲ・曝ゲテ

ヰル ノミデァルe遠 隔成績 デハRoloff〈2-8

年)ノ72例 中19.4%、Bucholdt(3-11年}ノ

57例 中210%ノ 閉 鎮率 二封 シテ∴Komacher

(2-8年)ノ 閉鎖率 ハ45例 中53.3%二 達 シ、

Alexander(2-12年 〉ハ55例 中63 ..5%ノ 就 業
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率 ヲ墨 ゲテヰル.LiebermeisterundSchoop

ハ6年 間 ノ観察 デ99例 中32例 ハ 閉鎖性 トナ リ、

19例 ハ臨林的 二治癒 シ、爾 ホ爾側肺完全盧腕 ノ

際 ニハ約 孚藪閉鎖性 トナ リ、約5分 ノ2ハ 治癒

シタy云 フ,,更 二Hoferハ211例 ノ経験 カラ、

爾側室洞性肺結核 デハ50,8%、 一 側 室洞 性 肺

結核 デハ64、4%、 室 洞 ヲ認 メナ イモ ノデハ72%

ノ閉 鎮率 ヲ認 メテヰル.Chortis二 依 レバ118例

中 約36%ノ 良 好牽 ヲ得、小 山ハ70例 中6L4%

ノ有数 率 ヲ暴 グタガ、治療完 了或 ハ中止2ケ 年

後 二於 ケル成績 ハ21例 中良.好6例(28.5%〉 デ

アツタ。

弦 二33例 ノ 雨側 氣 胸 ノ中 良好9例(27、2±

7.7%)、 遼 隔成績 デハ31例 中良好6例 く19.7%

±7,2%)デ 、偏側氣胸 二比 シテ明カニ成績不良

デアル ガ、適懸症 ノ選澤如何 デハ ヨリ良好 ナ成

第11表 氣 胸 側

御 鯛 鋤 治倒 酬 穫 擁1死 亡峰 好傘%j 墳 悪 卒%
直

護
績

一 蝋一 一

遠

腰
鳶麺

右

左

磐∫
左

側

側

十 一 一 一　… 一

側
一一 　

側

12727i
-一 一 一 一 一一一 一一　-

10426i

瀞藷 一癖

49 123/ 28 (11){ 59・5±4・3{ 22.0±3.7

35

「 -

3

14

ギ

15
-一 一

5
一一一

7
}一 一

2

}28
(16) ヒ58.7+4.8 一 26.9±4.3

_19 (10)! 27.2±7.7 57.5±8.6

8 17 59.0±5.6 32.1十5.3一

鷲ボ万1 6 27 47.0±6.6 50.0±6.7

312「 4 131 18 19.7±7.21 67.8±8憾

績 ヲ塞 グ得 ル ゴ ト・思ハvル.礫11表 〉

(8>「 レJ線 像

laノ 病竈側

氣 胸開始時ヂレ」線像病攣 ノ偏側 ノミノモ ノニ比ノ

シテ函側 二存 スル モ ノハ表 二示 ス如 ク経過不 良

デァルeEbersモ 閉 鎮率 二於 テ偏側 ノモ ノハ

51.8%二 封 シテ、 雨側 ノモ ノハ29.7%ノ 成績

ヲ墨 グ得 タ ノミデアル.偏 側病墜 ノ左右 ノ差ハ

直後成績 デハ認 メラレナ イガ、遠隔成績 デハ左

側病鍵 ノ方 ガ稽 く不良 ノ傾 向 ガアノ%(第12表 ♪

第12表y線 像病憲側

鋤 治瑚 鰍/不 劉 塘副 死 亡i

盤
12監」三L⊥ ユ旦⊥ 胆

_

一与L勤 ÷

19

17

一
35

agi5;6

17i9

「 ダ 「}1ガ

-

一
7

(bノ 病 攣 ノ4生耗犬

「レ」線 豫 二於 ケル病攣 ノ性獣 ハ便宜上滲 出型壇

殖型、混合型 二分 ケタ登 卸 ヂ陰影 ガ主 トシテ雲

歌 ノモ ノ.均 等性 ノモ ノ、軟 斑歌 ノモ ノヲ滲 出

=型二包含 シ。主 トシテ硬斑状 乃至索状 ノモ ノヲ

増 殖型 トシ、爾 者 ガ殆 下同程 度 二混在 スル モノ

ヲ混合型 トシタ"純 梓 二索歌 ノモ礁ノ、 彦Uチ硬化

姓 ノモ ノハ氣胸療法 ノ適當 カラ除外 シタタメ其

ノ例撒 ハナ イ。表 二示 ス如 ク三者 ノ間 二著 シイ

7

一
4

(12ノ

(8)

17♪38,4±5。2

1757.6±6.1

1949。1±6.9

2633.9±6.3

良 好 卒%培 悪 奉

62。0±5。422.7士4.1

65.3十5。522.6十4.8

40.6±5,3鷲

34。9十5。9

49.1±6.9

53.6±6.2

軽

差 ハ認 メラ レナ イガ、大艦 二於 テ増殖型 ガ成績

良好 デ、殊 二遠隔成績 二於 テ檜殖型 ハ滲出型 二

比 シテ良好 デアル。 ノ

多 クノ學者 モ氣胸療 法 ハ増殖型 二於 テ最 モ有数

デァル コ トヲ認づ・テヰル ガ、 申 ニハAyeock

andKellerノ 如 ク滲 出型 二於 テ73、5%ノ 良 姫d'

i李ヲ暴 ゲテヰル モ ノモヰル。 〈第13表 〉

室洞 二封 スル人 工氣胸療 法 ノ数 果 二就 テハ、

Kremer,Schmidtハ 小 サイ新 シイ室洞 二樹 シ
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第13表 ギZ」線像病饗 ノ性駄

鎚 匿 食酬
遠t滲 性 型i

腰1編 黛
績 混 合 型

繊治癒輕一
直 、{参 出 型11Y7… 筋55

震 暁 嬉郵 「～δ⊥-i-tr-14
§71豊23
1072124

。"3316.1--1

3512

1室一i_璽 」∠ ρ必

1 "一 一_1

テハ有数 デアルガ、大 ナル古 イ室洞 二春鹸 リ数
ノ 　

果ガナ ク、殊 二林檎大以 ヒノ室洞 ハ、 早期 本洞 隔

.以 外の、該療法 二依 ル永纈 的治癒 ハ望 マ レナ イ

ト云 フ。之 二封 シテGrafハ 極 メテ大 ナル室洞
ダ

ニ於 テ モ其 ノ数 果 ヲ認 メ テ ヰ ル cCellariusund
c

恥mbergerハ 比 較 的 大 ナ ル 室 洞87例 二 於 テ

63、8%ノ 良 好 牽 ヲ墾 ゲ、Wambachハ288例 ノ

24.〇 十6。o

記9.呂 十5。6

55.三～十4。8

塞洞 ヲ有 スル肺結核 二於 テ3…17年 ノ親察 中、

閉鋪性 ニナ ツタモ ノ34%、 完 全 二職業x從 事

シ得 ルモ ノ31.6%ヲ 認 メ タ,,

弦 二室洞 ノ有無 二依 ル成績 ノ差異 二就 テ考察 シ

テ見ル ト、室洞 ヲ有 スル例 ハ穂 支少 ナィガ、表

二示 ス如 ク直後 及 ビ還隔成績 ノ何 レニ於 テモ其

ノ左異 ヲ殆 ド認 メ得 ナカヅタ。/第14表/

第14表 空 洞.

嶋馴 治戴 酬
33

不攣[増 悪i死 亡[良 好 卒%暦 悪 傘%

直後 色 鰻20
成糸責…無1671

離 ÷i-62{

3415912648ご25ノ

、、3レ劃 滞 蓋

1727
……一{

5

12

(1254.5±5.0く7.8=ヒ ↓.5
　

55.召 需.8… ゑ額 需5… 一一
聯

2350.0一 ト6,3塾5。 と±6.3

3947.8十4.6mu45,2十4.7

禽早期浸潤 二封 シテ氣胸療法 ガ優秀 ナ成績 ヲ示

職↑㌫嚇瓢鑛露鰍 ∴
ム)中 、直後 成績A於 テ治癒39,3%、 良好51'・8%

第15表

計91。1%ノ 成 績 ヲ墾グ、 其後6ケ 年闘 ノ募働

率 ハ64.5%デ ア ル ト云 フ,,

我 々 ノ場合 ハ早期浸潤 ハ25例 デ少籔 デ プルガ、

其内22例187,2±6、7%,・ ・良好 ナ成績 ヲ得 タ.

早 期 寝 潤'

齢 瞬 轍 磯 囎i死 亡偉 好傘

そ1

蓮隔成績 デモ略k同 様 デアル。(第15表/

(C)病 竈 ノ廣 サ 、 ～

「レ」線像 二於 ケル病竈 ノ廣 サニ關 シテハ、 勿論

病竈 ノ小 ナル程 成績 良好 ナル乳 トハ想像 シ得 ラ

レルコ トデァル ガ、WambachハTurban-

Gerhardt二 從 ヅテ分類 シ、 病竈 ガ小 サ クナル

程成績 ガ逐次良好 トナル結果 ヲ得、安原 ノ成績

モ略 く同様 デアル.

4.0=ヒ3.9

18.7±9。8

我 々 ハ 便 宜 上BrtteuningundNeisen-:一 從 ツ

テfitSガ 、MO二 分 類 シ タ。 帥 チ肺 尖 都 或 ハ ー

ヅ ノ肋 骨 前 縁 ノ幡 ニー ツ ノ肋 間 攣 加 ヘ タ 唆 サ ヲ

rド シピ 肺 尖 部 カ ラ肺 門 部 マ デ 、 或 ハ 三 肋 間 マ
　

デ ノ庚 サ ヲ ゴ ト シテ 、 バ 以 上 二亙 ル モ ノ ヲ 郎

ト シ タ鋤 但 シ爾 側 二病 攣 ヲ認 メ ル モ ノハ 、 煩 雑

ヲ避 ケ ル タ メ 皆L-・括 シ テ認 シ タ,,然 ・レ時 ハ 前 述

ノ如 ク病 攣 ノ偏 側 ノ ミ ノ モ ノ ト雨 側 二跨 々 モ ノ
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奮

顯

繕 第16表.「 」∠」線 像病 竈 ノ贋 サ

治癒

251811

轍 鰻 細 死 亡浪 好率%

直
後
成
績

LIe

皿e:100、2936
　　 　 　 　　

田¢

遠
隔
成
績

ギ

53

爾 側86…

Io18}10 3

1919

9120

鮭互
・r62

皿Pt939}76
ミ　　　　　 へ　　　 　 　 　　し　　 　　

雨 楓tS561613

3
　τ 「

「i一

3
21

T

1835

11

37

25

(2)

(10)

(8)

(i7)

3

14

76.0±8.4

65.0±4.3擁

54.7±6.8

38.4王 ・5.2

7セ.2±10。6

61、3-1-6.0

塘 悪 奉

12・0±6々

40.7±5.3

33,9十6.

19 30。0十6.8

7 4 26 33.9±S。3

61.s±7.

53.6王6。

トハ其 ノ成績 二明 カナ差異 ガアリ、偏側病璽 ノ

な

中 テハ病竈 ノ小 サイ程維過 良好 ナル傾 向 ア リ,
へ

殊 二遠隔成績 二於 テ其 ノ差 ガ著 シ イ ヤ ゥ デァ

ル離 ぐ第16表 ノ

・・1/病 竈 ノ韻 †

爾 例∵演例 ヲ除 イテ偏{則氣胸例 二就 テ ノミ考察

シタ.病 簸 ノ部鈍 ハ表 二示 ス如 ク分類 シタガ、

劃
弦 二上野 ハ肺尖部 及 ビソvヨ リ下方第1肋 間与

デ、 中野 ハ第2肋 骨前縁 ヨリ第4肋 間 マデ、下

野 ハ ソレヨリ下方 トシタ。其 ノ成績 ハ例歎 ノ少

ナィ下野及 ゼ中下野 ヲ除 ケバ、 上野及 ビ中野 ノ

病 憂 ハ上中野及 ピ全野 ヲ占 メル病攣 二比 シテ豫

、後良好 デアル.上 野 ト中野 トノ間 ニハ差 ヲ見ナ

イ.要 スルニ病竈 ノ部位 二依 ル差異 ハ病竈 ノ廣

第17表 「M、線像病竈 ノ部位(雨 側氣胸 ヲ除ク)

直

1詫い
飼 上 中 野
;二

鑑
1

メ滋

隔

罎
琴

1繊 聴 轍 櫻 陶悪
上 野 …・116…3051

1漉 一坐1_墾 ⊥ 墾 ゴ_互 一　 　

下 野17131i
}___一]._____v____一____.。__.

161Y

4,91(3)
一.r-.......一.___一 一一_-1

3

816

%

3傷

卒

±

好

粥

良

　6

ー

㎝

亡

・

〆
　

死

7

68.3±7.2

r10♪36.9±7。8

血 豊 こ3t賞 す…脳?(35r-一 ㎜
全 野1232768(4瀞39.iと 』10.2

ぶへ 　 　ア 　 　　　　　　 ト

幾 斗}‡ ∵讐{≡壁:
28。6#8.51

._璽 登_443314上 申 野1

中 下 野33

全 野13123116i(38。 牡13.5

(第18表)

384 1⑪

サニ依 ル差異 ト見 ル コ トガ出來 ル,,(箱17表 〉

⑲ 藷 赤血球沈降速度.
へ

氣胸療法 開始前 ノ赤沈李 均値 ト治療成績 トノ瀾

係 ヲ見ル ト、赤沈 ガ遽延 シテヰル程 良好 ナ経 過

ヲ辿 へ 赤沈 ガ促進 スルニヅ
。レ・楷段 的 根 好

牽 ヵ渡 少 シ、屠悪牽 ハi・@pt大スル,,殊 二菖後成績

二於 テ其 ノ差 ハ顯 著 デアル。赤沈不均値71mm

以 上 ノモ ノハ成績不良 デ、其良好率 ハ膚後成績

二於 テ25、O±6,2%、 遠 隔成績 二於 テ28.6±

評

増 悪 卒%
㎜ へ{

16.4十3.4
____二

D

E

22.0±6.8
-

43,3±8.0

34。8±9.9

32.4±5。4

33.3十9.6
_一____.

60.7±9。2

(53.9±13.7)

7、3%デ ァノレe

侮氣胸 療法 二依 テ赤沈値 ガ減 少 スルコ トハ極 メ

テ屡 ζ見 ラvル コ ト宏 桂 ・岡部 ハ60.6%二 、

三條 ・小山 ハ50.9%二 纒 験 シタ ト云 フ。

赤 沈値 力略 く正常 ニナルでデ ノ期 間 ト治i療成績

トノ關係 ヲ考察 スル タメへ 赤沈 李均値 ガ3ケ
ヤ

月以内 二14mm以 下 ニナ ヅタモ ノト、3ケ 月

以上 ヲ要 シテ14mm以 下 ニナ ツ タモノ トニ分

ヶテ比 較 スル ト、治療成績 二於 テ爾者 間二全 ク



鍵

第9號 】 藤田。春原=人 工氣胸療法 ノ統計的観察 369

韓

第18表 赤血球沈降速度
ト

∴ 監値鋤 擁 睡蜘 穫 陪悪陣 亡陣 騨%陣 騨%
襯一一一一へ…押 …幽{一 一_　 一 冊}内… 岬　 隔…㎜… 牌Ψ一 一 ㎜…㎜…㎜ … 一…㎝… … …

-10114r4
榊

§

_____i_～_～

11-3017927}31

ぎ「

rl…「「9 (2) 73。4±4.911.4±3.6

31-50791829 1616
ド (g)・60.2±5。520。2±4.6__一__。

ヨ
ー

51--7047417
ト

弔

52r (13)43.7=ヒ7.244。6±7.2

鶏

憲

一
茎

一

一 、_一一
171-48111

齢一

』

7.29 (13)25.0±6・2
1

60.4±7.1

一一1093 {1
1∠
__。.

13 1}囎

11-305221 14 28}7tl 67.3士6.5 28.9±6.3　 一一
31-505011 13 613 17 48.〇 十7.1一 40.0±6.9

51-70129… 　…老「

…

4 111 17 34.5±8。5 62.2±9.0

71-35119 、31「2一

一i

l20望28.6±7、3 63.0±8.1

第19表 赤沈李均値14粍 以下ニナルマデ ノ期間

「

隅 釧 治癒睡 映 不剣 細 死 亡li良 好率%擁 悪靴一_臨 …_一}_　}可______

361171124
　 一 …

3

7

一一一一 一一一 一冊一一一
31180・6±6・6 8.3±4.6

覆ll髄 6・i27・25 51186.7±4.4 8.3±3.6

盛1
-

』

翻3月 堕
成

績}

__一 ～ 一 一

96匹 8 i84.4±3.7 8.3十2.8一37

2、 …12:　 蒼 …
、1

一

2
　 一一

3

3 2i66・7±1・ ・2 23.8±9。3

_L五 塾+

・.β月以 上44
i_一____一

計
12…

4 6]・ ・4±6・9 22.7±6.3

65「 蕊 「13 5 7i8169.3±5.7 .234±5。2

差 ガ認 メ ラレナィ。勿論 治療 二依 テ赤沈値 ガ略
ノ

ζ正常 ニナヅ タモ ノハ、其 ノ良好牽 ハ直後成績

1二於 テ84 .4±3,7%、 遠 隔成績 二於 テ69.3±

5.7%気 其 他/モ ノニ比 シテ成績極 メ テ良好

デアル.(第19表 ノ

(10)氣 胸 ノ種類

氣胸 ノ種類 ヲ完全氣胸 ト部分氣胸 トニ分 ケ爾側

氣胸 ヲ2例 二撒 ヘルh、 スベ テ297例 中完全 氣

胸191(54.2±2.9%)、 部 分 氣胸136(45.8±

2・9%)デ アル。s桂 。岡部 ハ1914-1923年 ニハ

32.8%、1924-1930年 ニハ68.7%ノ 完 全 氣胸

第20表
穐

率 ヲ得 テヰルガ、之等 ノ差 ハ適鷹症 選繹 ノ差 二

穐依 ルモ ノ ト思バ レル
.

ゑ

又完全氣胸 が部分 氣胸 二比 シテ纒過 良好 ナ コ ト

ハスデニ認 メラレテヰル コ トデ、桂 ・岡部 二依

レバ前者 ノ勢働率55.3%二 封 シ テ後 者 ノ其 レ

ハ39,4%デ ア リ、Wambachモ 癒 著 ノ著 シイ

程豫後不良 ナ結果 ヲ報告 シテヰル。巌 二押 倶嚥

胸 ノ中 デー一側完全氣胸、一側 部分氣胸 ヲ形成 ス

ル モ ノヲ除外 スル ト、表 二示 ス如 ク膚後及 ビ竈

隔成績 ノ何 レニ於 テモ,完 全 氣胸 ノ方 ガ成績 良

好 デアル,礫20表)

～
　

氣胸種類(雨 側氣胸 ノ中一側完全、一・側部分 ヲ除ク)

、

直後成績
(255》 部 分

綱 綱 轍 覆 蘭 死亡1朗 鶴 璽鐙 コ
莞 全1141 395025

i　∬τ

菱
　ウ
三
部螺糠

83

.81

1439

2718

1420

8

Q
》

-

}

4

27 (13)

45i(19)
623

10133

63.2±4。1

47.3±5.0.

19。1±3。3

39。5=ヒ4鵜6

llil芸i劃
34.9±5.3

53.1±5.5



370 藤田。春原=人 工氣胸療法 ノ統計的観察
㌦

【第21巻

第21表 喀 血

睡釧 治癒 轍{禮 障副 死 亡瞬 好墾%陶 騨%
臨隔…_～ ㎝ … 唱… … ～

直後成績
有 88

庸___…{一 一 　

213116 20{(4)1
一一一 一

57.0±5.3 22,7+4了 ㎝螺一

無 176 3361{27 55
　

(33) 53.4±3.7 31.3十3.5一一 一一

遠隔成績 有
52 16127

澱6
11 53.9土6.9 32.7十6.5一

「蕪一「 123
_r-

26296} 11 51 144.7±4.5 50.4十4.6一愚.

徽

第22表 登
筏

§

(11>臨 林症妖
く

臨 躰症状 ノ中此盧 デハ喀血 ト焚熱 トノミヲ取 リ

上グ テ見 タ。

喀血 ノ鮎 二就 テハ少量 ノ血疾 カ ラ大量 ノ喀血

二至ル マデ ヲ含 メタガ
、治療前 ノ喀血 ノ有無 ハ

治療 成績 二著 シイ影響 ヲ及 ボサナ4。(第21表)

登 病 ヨリ治i療二至 ルマデ無熱 ダツ タモ ノ ト褒熱
ぶ

シタモ ノ ト比較 スル ト、表 二示 ス如 ク無熱 ノ方

ガ経 過 ガ良 ク、有熱 ノ方ハ不良 デ アル ガ、有熱

ノ程度 ア囁氏37.5度 ヲ境界 ニシテ分 ケ ル ト著

シ4差 ハナイ。 で第22表)

爾 治療前 二 下熱 シタ21例 ヲ除 イテ、 氣胸開始

.直前 二嚢熱 シテヰ タ188例 ノ中、94例(50.8±

熱

直

後
成

績
一

遠
隔
成

績

無 熱 ビ5引
し

…

総 撒 治 癒
_一ご 一 一一__一 。

23 175110 (3)

酬 樹 轡 死亡!朗 秘 ⊥髄 牲危
72.7±6.0

椰

18・2‡5.2

一 一一一y

有37・5以 下:113
23

』

38!22 30 (15) 53・9±4・7!字1・9±3・9

一← 　 一_一

熱3715以 上96

_一 一一 一 一___一

無 熱36

.『-

18
i

37{16 35

▼____■-

6

(19) 46.8=ヒ5.1136.5±4.9

t_1___

61

E
566.8±7。3 30.6±7、7

一{一 一
塾

有鋤 下1倒

L_

151717{630
・Il

}42
.7±5.7

一

48.0±5.8

熱3715以 上
… 傷9 118155i27 142 .2=ヒ6.2i 50.0±6.3

し

壕
5.0%)ハ 氣 胸 二依 テ下熱 シタ。桂 ・岡部 ハ62,6%.

二於 テ、三條・小山ハ45.6%二 於 テ髄温 降下ヲ

e見 タ
。 叉治療開始後 無熱 ニナル マデ ノ期間 ヲ3

ケ月以内 ト3ケ 月以上 トニ分 ケテ、治療i成績 ト

ノ關係 ヲ考察 シタガ、 其間 二殆 ド差 ガ ナ カ ツ

タ。(第23表)

(12)氣 胸 期間

氣胸 ノ糠績期間 ト豫後 トニ就 テ見 レバJ氣 胸期

間 ノ長 イ程 良好 ナ成績 ヲ見 ルコ トハ多藪 ノ學者

ノー致 シテヰル所 デアルガ、Bueholdt,Roloff,

Kornacher,Wambach,Ebersノ 各 統 計 ヲ絡

屡括 スル ト、6ケ 月以 内 ノモ ノハ17・5%、6ケ 月

一1年 ノ、28 .8%、1-2年 ノ、56,6%、2年 以

第23表 無熱ニナルマデノ期間

線酬 治剰 鰍 不璽擁i死 亡 陣 好率% 墳 悪 率%

直
後
成
績

3月 以 内67
____血__

15 3116i15 (4)レ68・7±5・7122・4±5・1

3月 以上i27 8 142 3 (1)}81・5±7・5i」 婁6・1

1

_一 静鼎一

計94
一 い…}甲 　 … τ …}

3月 以 内46
鼎一_蝉

3刀 以上21

23 45ド8 18 (5)72・4±4・6;19・2±3・9

藷
成

12 135
」 5 11 154

.4±7.334.8±7.0

6 一劃1 2 4 66.7±10、328.6±9。8

績i

一一 一噸騨【一 楠漁

計67 18 6 7 151 58。2±6。oi32.8士5.7

〆
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上纏緬 シタモノハ72,6%ノ 李 均閉鎮率 ヲ得 ル.

爾 加藤 ・大山 ・加藤 ハ氣胸期間 ノ長短 ヨリモ退

院時 ノ結 核菌 ノ有無 ノ方ガ遙 カニ死 亡奉 二關係

ヲ有 スル ト云 フ.

我々ノ例 紡 辱 へ6ケ 月以内二中止シタ場合

ニハ成績極 メテ不良デ、殊 二遠隔成績二於テハ
ノ

良好率 ハ嘆 カニ12・8±6.0%ナ ル ニ封 シ、i曾悪

率 ハ84・0±6・6%ヲ 示 シテヰル,,6ケ 月 以上纏

績 ノ例 二於 テハ之 二比 シテ豫後良好 デ アルガ、

直後成績 デハ6ケ 月一1年 、1-2年 及 ビ2年

以上 ノ良好李 ハ60r63%テ 、 其間 二殆 ド差 ヲ

見 ナ ィ,之 ハ経 過良好 ノタメ全治 セ リト思 ツテ

無 噺 中絶 シタモ ノ、 又癒 著其 他 ノタメニ纒過 良

好 ナガ ラ氣胸不可能 二陪 ツタモ ノガ相 當籔 ニア

リ、其 レガ良好 ノ欄 二含 マレテヰル故 ト思 バ レ

ル。遠隔成績 デハ6ケ 月一1年 ノ良好牽約41%

ハ1-2年 及 ビ2年 以上 ノ約60%二 封 シ テ 明

カニ成績不良 デアル ガ、1--2年 卜2年 以上 ト

第24表 氣 胸 期 間

1… 鋤 治癒隔 パ[硬 鯛 死 亡浪 好傘%塘 騨%
、 一一6月167 1i18

……㎜
1929{(22)128。1±15.5143。3±6.1

6月弓 剰78 14i33
…

gl幽22「10一60.2±5.5i282±5コ i

l
旧 冑 　

1年 一2年il

2年 一

3・128け 炉 ・7(5)16L6±5.21・9.8r86

31

{「 一輸 闘「 …T-
571163.6±8.4{21.2±7.・1

-一 一 一一 一i

直
後
成
績

蚕 遜 「廓2
成
績

2iT一24一2・8±6・ ・ 別 ・・±6・6

概 蚤隅一2警
1

9261641、5±7.7i53.7±7.8
　ll 　一一iミ「

1δ 「一丁τ 1860.6±5831.0±5.5

鉾 一 一 ……蕊 一!-7i12141-5 4159.4±8.7128。1±7.9

ノ間 ニハ差 ガ認 メラvナ カツタe(第24表/

(13)合 併 症

(a)滲 出液潴 溜

人工氣胸 二俘 フ肋膜腔滲 出液瀦溜 ノ頻度 ハ報告

者 二依 テ庭 々 デ、少 ナキハ2%多 キハ100% .,.二

蓬 スル。'勿論如何 ナル程度 カラ滲 出液 ト認 メル

カニ依 テ其率 ガ異 ナル ガ、一般 二本邦 二於 テハ

欧米 二於 ケル ヨリモ其 ノ頻度 ガ少 ナ イヤ ウデア

ル。弦 二「レ」線像 二於 テ滲 出液面 ガ横隔膜頂 ヲ

越エルモ ノヲ滲出液 トス レバ,264例 中50例 郎

チ19・3±2・4%デ ァル ガ、爾側 氣胸33例 ノ各側

氣胸 ヲ1例 ヅ ・二敏 へvバ297例 中50例(16.8

±2.2%)デ アル。 爾「レ」線 像 デ認 メ得 タ極 メテ

少量 ノ滲出液 ヲモ含 メtrバ12例 デ、 即 チ夫 々

38、6±4.8%、35.4±4。7%デ アルe

滲 出液瀦溜 ノ時期 ハ表 二示 ス如 ク、50例 中22例

(44・0±7.0%)ハ3ケ 月以 内二、39例(78.0士

6.2%)ハ6ケ 月以内 二瀦溜 シタ。此 ノ治療 開始

後3-6ケ 月 以 内二多 ク滲 出液瀦溜 ヲ認 メル鮎

二就 テハ、長谷 山、 富田 ・菊地、其他 ノ成績 ト

一致 シテヰル、外 來及 ビ入院 二依 ル刷 ハ入院例

二於 テ瀦溜 率 ガ稻 ㌃大ナ ル結 果 ヲ得 タ
.之 ハ勿

論 入院例 力少 藪 デモア リ、 父多 クハ1-3ケ 月

後 二通院 サセタコ トモ關係 シテヰル ト思 バ レル
鰍

ガ、何 レニ シテモ最初 カラ外來 デ氣胸 ヲ開始 シ

タ場合 ニモ必 ズ ジモ滲出液瀦溜 ガ多 クナ イコ ト

ヲ示 シテヰル モ ノデアルe(第25表 ♪

第25表 滲出液瀦溜 ノ時期

慧レ

1-3月 一6月 一 ・年 ・ 計%

1ぎun7　 皿101習31(195)『 …15.9±

9100019(69)

ー
9
鯨

　a

』

±{5菰

滲 出液 ト氣 胸側 トノ關係 ハ左右全 ク其 ノ差 ヲ認

メナ ィeryJ線 像 病攣 ノ性状 二閣 シテハ滲出型

二多 イ傾 向 ガアル ガ、病竈 ノ廣 サニ就 テハ著 シ

イ差 ヲ見 ナ イ。完全 氣胸 二於 ケル滲出液瀦溜率

10.4士2.4%二 封 シテ、 部 分氣胸 二於 テハ23・8

±3.5%デ 、 明カニ部分氣胸 二滲出液瀦溜 ガ多

イ結 果 ヲ得 タ.(第26表/、

滲 出液 ガ瀦溜 シタ例 ノ豫後 二就 テハ、 直後 成績
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第26表 滲出液 藩 種條件

滲出型36(162)上線像

堺殖型7で66)塑
ノ性歌

蒲 ノ副

5(40)

261160)

ぢ

二於 テハ滲 出液 ヲ認 メナィ例 二比 シテ稚 ζ不良

テ アルガ、 遠隔成績 二於 テハ殆 ド差 ヲ見 ナイゆ

爾50例 ノ中3例 ハ滲出液 が次第二膿檬 二墜 ジ

何 レモ噌悪 シ其中2珂 ハ死亡 シタe悌27表 〉

(b)自 然氣胸
ノ

・ 人工氣胸施行 中 二自然 氣胸 ヲ嚢 生 スル コ トハ時

二見 ラvル コ トデ。桂 ハ185例 申3例(1.6%)、

川 村 ・・560例 中16例(2・9%)ヲ 経 験 シテヰル ガ、

我 々 ハ264例 中1例 ヲ纒瞼 セル ノミデアルざ 帥

チ左 肺上野 カ ラ中野 ニカケテ室洞 ヲ俘 フ混合型

ノ陰影 ト右肺 中野 二於 ケル硬斑性 ノ陰影 ヲ有 ス

ル例 二於 テ、 左側 氣胸 ヲ開始 シテ ヨリ2ケ 月後

二右側 氣胸 ヲ行 ヒ、雨側 トモ部分 氣胸 デアツタ

ガ、其後1ケ 月、右側後 充盈 第4同 目二右測 自

然 氣胸 ヲ起 シタe4同 塞氣 ヲ排 除 シテ輕快 シタ

第27表 滲・出液瀦溜 ノ有無 ト豫後

し測 礁 治瑚 輕蜘 穫 細 死 亡… 良 好 率% 塘 悪 奉%

難

5。
{壁
認
一
に

無

有
蕪

有

後
績

隔
績

直
成
蓮

成

49

5

37
}　 }

5
▲κ岬 ■

…
　

76
一

37
』

52 29) } 53.5十3.4一 …

24.3±2.9

}

f6 16
一一 → 　㎜

11
一

23 (8) 1
飯

一

}

42.0±7.0 ! 46.0±7.0

27

14

16 46 46.7十4.3一

営監一 　 一 一

}

仁

45.2±4.2
『

i2} 1 16

叩 一

50.0±8.1

一

44.7±8.1

ガ、其後4年2ケ 月 ヲ纒 テ腸結核 ヲ併褒 シテ死

亡 シタ、

爾 自然氣胸 トハ異 ナル ガ、既 二存在 シタ爾側肋

膜膣 ノ交通 ノタメニ右側 氣胸 ノ際 二左側 気胸 ノ

状態 ヲ生 ジタ ノヲ1例 纒瞼 シ),(之 ハ ス デ ニ

藤田 ガ足立 ト共 二報告 シタ、)

(q室 氣栓 塞
ゑ

入工 氣胸療法 二於 ケル最 モ危瞼 ナ偶薮症 デ、短

期 間 ノ中二死 二至 ル コ トガ アル。Saugmann

ハ 磐・200同 、Riemannハ7500同 ノ充盈 中夫 々

唯1同 ノ窒氣栓塞 ヲ経 験 シ、Jonkeハ30.000回

中31回 ノ 室氣栓塞 ヲ見、其 中3例 ハ死亡 シタ
　

ト云 フe菅 沼 ハ1931年 マ デ ノ内外女 獄 カラ247

例 ノ室氣栓塞(内36例 死 亡)ヲ 基 グ テヰル。我

々ハ264例 中塞氣栓塞 ノ1例 ヲ経験 シタ,帥 チ

6731rEJノ 充 盈 中唯1同 デ アル。 本例 ハ右肺全

野 二亙 ル雲状乃至斑状 ノ陰影 ア リさ 同上野 ニハ

大 ナル室洞 ヲ認 メ、右側横隔膜 ノ癒著及 ビ心臓

ノ右 方ペ ノ輕度 ノ移動 ア リ、爾 左肺 中野 二僅 力

ミ

ノ硬斑状 ノ陰影 ヲ認 メル、 主 トシテ右側本洞性

肺結核 デ、右腋窩線、 第三肋 間 二於 テ第1同 氣

胸 ヲ行 ツタ。肋 嘆腔 内屋バー4デ 極 メテ僅 カノ

動揺 ヲ認 メタe約2・ccm室 氣 ヲ注 入 シ タ頃、

突然苦 悶 考訴 へ右上肢 ノ彊直 ヲ起 シ、 意識港失

シ、3-4秒 後 右 上肢 ノ間代性痙 攣 ヲ起 シタガ、

約3分 後痙攣iハ止 ンダ。脈搏100梢1微 弱、心

臓二雑音・・ナィ・30分 後瀦9曝 ㈱ 〈良

呼吸30、1時 間後全 ク正常 二復 シタe"

(d>氣 胸 反封側肺 ノ増悪

人工氣胸 ガ其 ノ反封側肺 ノ病竈 二封 シテ好 影響

ヲ與 ヘル コ トハ屡 く縄瞼 スル コ トデアルガ、時

二反封側肺 二新病竈 ヲ生 ジ、 又ハ最 初 カラ存在

シタ反封側肺 ノ病竈 ノ増 悪 ラ來 スコ トガアル。

小碑 ガ各國 ノ報告 ヲ緻括 シタ結果 二依ル ト、少

ナキハ4。4%多 キハ29.6%二 蓬 スルeGisevius

ハ約20%雨 後 ノ増悪率 デアル ト云 ヒ、Le田er

ハ308例 中31例 二於 テ健側 肺 二病愛 ノ綾生 ヲ

見、而 カ モ其 ノ33%ハ1年 以 内 二、50%ハ2
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年以 内二生 ジタ ト云 フeH◎fmann二 依 レバ、f

他 側肺 二輕度 ノ病愛 ノ存在 シタ80例 二於 テ ハ

12例e5%其 ノ屠悪 ヲ認 メタガ、20例 ノ完全

ニー側 ノミノ病攣 二於 テハ他側肺 二新病竈 ノ畿

生 ヲ見 ナ カツタ ト云 フ。

我kハ264例 中斯 カル例 ヲ45例 く)7.G士23%)

経 験 シ名 此際氣胸施行前 二氣胸反封側肺 二攣

化 ヲ認 メタモ ノ ト認 メナ カツタモノ トヲ比較 ス

パ ト/前 ・者 ノ25.6±4.7%二 封 シテ後 者・・12 .9
鑑

±2.5%デ ア ルdi治 療開 始 カ ラ反封側肺璽悪 二

至ルマ デ 糊 間 ハ3ケ 月以 内 ガ ・7例、 鬼_6

ケ月 ガ6例 、6ケ 月一1年 ガ17例 、1年 以上

ガ5例 デァル。

外卒及 ビ入院 二依 ル別ハ外來 ノ例 二於 テハ入院

例二比 シテ増悪率 ガ遙 カニ大 デアル。併 シ前蓮

ノ如 ク氣胸開始時 入院 セ シメタモ ノモ、 多 クハ

1ケ 月乃至藪 ケ月後 二退院 シ外來 デ治療 シタモ

継

　

ノデアル カラ、必 ズ シモ外來 デ氣駒 ヲ施行 シタ

事 二關係 スル モノ トハ思 ハ レナィeFernandes

等 ハ偏側 氣胸177例(右 側!22例 、 左側55例/中

他側肺 二新病竈 ノ生 ズル ノハ左側 二氣胸 シタ時

32%、 右側 ノ時 ・・12%教 繍 ハ右9Ptヨ17抵
　

抗 ガ彊 イ ト云 フガ、我 々 ノ例 二於 テハ表 三示 ス

如 ク著 シイ差 ヲ見 ナィ。(第28表)

第28表 氣胸反欝側増悪

反 封 側 二攣 化 ア リシ モ ノ122(86)25。6±4。7%

反ii酎側 一攣 牝 ナ キ モ ノ23(178)12.9±2.5%

左'恨ii墳 悪123/1-{4)}16・0±3・0%

氣胸反封側脚 曾悪例 ノ豫後 二就 テへ 良好率 ハ

直後成績 二於 テ22.2±6.2%、 還 隔成績 二於 テ

14.3士6.6%デ 、 豫後不良 デアル。1第291幾 ♪

第29表 氣胸反劉側増悪例 ノ豫後 ダ

1繊 醜
「直 後 成 績14519

轍陣 擁 隊
一一§1

遠lff成 糸麦/28 1困 …丁

4

…
4

引
dfy

3(i7)

良 好 率%

22.2=1二6.2

14.3±6。6

;増 悪諦%　

168。9±6.9

i-一 一 一 一
i71。4±8.5

第30表 氣胸中止理由 ト遠隔成績

「 圃 輝 鰍t樹 甑 死蝿 賃)1良鱒%
良 女子603311812:685。0±4.6

墳 悪 傘%! 萎

13.3十4。4二「
__i耳 漁 唱一 一 一

癒 著
1～ 一讐 一

295i8,4 93、44.8±9.2
蜜 一一 ←

4L4+9ほ}一

滲 出 液
一 魑一 一w-一 γ_

中 絶　 一 焦_一

24i1110
-一}一 備鰍 凹_}_帆 蝉一{町 一

li

賑
1、12(9)45.8=ヒ10。1

-7～ __

54.2± 、。.1」

19
㎜ 皿…}へ … …　

43

346
_ご____

2}4(2):鐙 量!LO
_L

[…藪∫蒋 δ汚{i
,_

檀悪叉ハ不痩
　
1 2「 亨 「「 折2ポ2.3±2。3・93.0±3.6

(14)氣 胸 中止理由 ト遠隔成績

175例 ノ還隔成績 二於 テ 夫 々 ノ氣胸 中止理 由二

就 テ考察 スレバ、経過良好 デ氣胸 ヲ完 了 シタモ

ノハ遠隔成績 モ極 メ テ良好 デ、 良好牽 ハ85、0

±4.6%、 滲 出液或 ハ癒著 ノタ メニ氣胸 ヲ中止

シタモ ノ、無噺 中縄 シタモ ノハ成績略 ㌃同 ジク
な

之 二次 ギ、屠悪 又ハ不憂 ノタメニ氣胸 ヲ中止 シ

タモ ノハ豫後極 メ テ不良 デアル,〈 第30表 〉

(15>再 登

～

人工氣胸療法 二依 テ良好 ナ結 果 ヲ得 テ氣胸 ヲ止

メ、 而 カモ氣胸終 了後2ケ 月乃至10年 ノ樫過

ヲ見 ル コ トガ出來 タノハ(癒 著、 滲出液等 ノタ

メ叉 ハ無噺 デ氣胸 ヲ中止 シタガ、良女子ナ経 過 ヲ

示 シテヰルモ ノヲモ含 メ タ}、114例 く治癒52,

輕 快62)デ アル ガ、此 ノ中 デ29例(25,4±4.1%)

ハ 再 嚢 シタ。氣胸 ヲ止 メテカ ラ再 嚢 マデ ノ期間

ハ、1年 以 内 ガ6,1--2年 ガ9,2-3年 ガ6,
製

3-4年 ガ5,4-5年 ガ0,5-6年 ガ'3,デ 襲
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ξ、

/

29例 中21例 〈72,4±8.3%)ハ 氣 胸終 了後3年

.以 内 二再褒 シテヰル.

氣 胸纏緬期 間 ト再登rノ 關係ハ、6ケ 月以内 ノ

少撒例 ヲ除 キ、大艦 二於 テ其 ノ長期 二亙 ル程 再

爽 率 ガ小 トナル傾 向 ガアル。(第31表 〉

再糞 例 ノ豫後 ハ表 二示 ス如 ク、不良 ノモ ノが多

ク、其 中11例 ハ死亡 シ、 良好牽 ハ僅 カニ3!.0

±8.6%デ ァル。(第32i表)

第31表 氣胸期間 ト再登

1-6月 、6月 一1年1年 一2年:2年 一・
　 　

騰 ・1絹1-L遥

第 加 表 再登例ノ豫後

総 激 治 癒 輕

29 窒 1

快!不 攣 培 悪 死 亡i
__.一 一一

8・1811「1)

良 好 率鞭

31.0±8.6

%増 悪 奉%

66.6±8嶺2

4.総 括及 ビ結語

東大臭内科教室二於ケル人工氣胸療法成績二就 〆 イ。從 ツテ氣胸療法ヲ施行スル際二へ 事情 ノ

テ統計的観察 ヲ試 ミタガ、9ケ 年牛 二於 テ人工

氣胸 ヲ施行 シタ肺結核患者264例 ノ直後成績 ハ

良好55.3%、 不 攣163%、 増 悪28.4%デ アルe

此 中 デ治療開始後2年 以内 二死亡 シタモ ノヲ含
轟

メタ175例 ノ2年 乃 至11年3ケ 月後 ノ遠 隔 成

績 ハ良好47.4%、 不 攣 及 ビ増 悪17.1%、 死 亡

35.5%デ アル,,
■

次 二各種 ノ條 件 ト治療成績 トノ關係 二就 テ考察

シ、其 ノ結果ハ夫 々 ノ項 目二於 テ述 ベタ ガ、弦

二其 ノ主 ナル モノ孫就 テ線括 スル。

性別 二麓 テハ女子 二於 テ梢 く不 良、年齢 二關 シ

テハ慨 シテ20歳 代 二 成績良好 ナ傾 向 ガ アル。

職業 ハ事務 其他 ノ輕度 ノ業務 二比 シテ、筋 肉勢

働 ヲナスモ ノハ豫後不良 デアル。獲病 カラ治療

開始 マ デノ期間 ハ短 イ程良 ク、殊 二1ク 月以 内

二治療 ヲ開始 シ タ モ ノ ハ成績著 シ ク良好 デ

ア ル 心

氣胸療法 ヲ開始 スル ニ當 ツテー定期間 入院 セシ

ムベ キヵ、或 ハ最 初 カ ラ外 來 デ行 ツテ可 ナルカ

ノ問題 二閣 シテハ、外來 二於 テ治療 ヲ開 始 シタ

揚合 ニモ特 二偶登事故 ヲ認 メズ、 治療成績 二於

テモ、外來 入院雨春 ノ聞 二著 シイ差 ナ ク、 又滲

出液瀦溜 ハ寧 ロ入院例 二多 ク、氣胸反封側肺 ノ

壇 悪ハ明 カニ外來例 二多 カツ タガ、之等ハ必 ズ

シモ外來 入院 ノ差 ろミニ關係 スル モ ノ デ ハ ナ

許 ス 限 リ 入 院 ノ下 二治 療 ヲ開 始 スベ キデアル

ガ、其 ノ不可能 ナ場合 ハ從 ラニ治療 ヲ遷 延 セシ

メル ヨリハ早期 二愼重 ナ注意 ノ下 二外來 二於 テ

氣胸 ヲ施行 スベ キ デアル ト考 ヘル、

開放性 ノモ ノハ閉鎖性 ノモ ノニ比 シテ勿論成績

ガ悪 ク、 前者 ノ永績的数果41.5%二i封 シ テ後

者 ノ其vハ54.3%デ アル。 叉治 療開始時瀾放

性 ノ モ ノ ・中約58%ハ 氣 胸 二依 テ閉鎖性 トナ

ヅタ。之 ハ豫後 ノ良 不良 二拘 ラズ、喀疾 中 ノ結

核菌 ハ氣胸療 法 二依 テ減少 スル コ トガ多 イコ ト

ヲ示 スモ ノデアル。

氣胸側 二就 テハ爾側氣胸 ノ際 ハ偏側 氣胸 二比 シ

テ豫後不 良 デ、其 ノ永緬 的数果 ハ前者 ノ19.7%

芦 封 シテ後 者ハ53.5%デ ア ル。 偏側 氣胸 デ ハ

左側氣胸 ノ方 ガ成績稽 ζ不 良 ノ傾 向 ガアル。反

完 全氣胸 ヲ作成 シ得 タモ ノハ部分氣胸 二止 マツ

タモ ノニ比 シテ経過良好 デアル.

「レ」線 像 二於 ケル病攣 ノ性歌 二就 テハ、屠殖型

ハ滲 出型 二比 シテ成績良好 デ、病竈 ノ廣 サバ小

ナル程良 ク、 其 ノ部 位 二就 テハ明 カナ差 ヲ見 ナ

ィ。察洞 ノ有無 二依 ル差 異 ハ認 メ ラレズ、 室洞
み

ヲ有スルモノニ於 テモ其 ノ約牛敷 ハ良婦ナ遠隔

歳績 ヲ示 シタ.之 ニハ勿論種々 ノ條件ガ關係 シ

テヰルガ、檜殖型デ室洞 ヲ有 スルモノヤ早期室

洞ナ ドガ堵較的良好ナ縄過 ヲ辿 ツタコトモーツ
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ノ原 因 ヲナ シテヰル ト思 ハ レル。早賜浸潤 ハ成

績極 メテ優秀 デアル。

赤血.球沈降速度 二關 シテハ、其 ノ促進 シテヰル

程豫後不良 デ、 殊 二71mm以 上 ノモ ノハ成績

ガ思 ハ シクナカツタ。

喀血 ノ有無 ガ治療成績 二影響 ヲ及 ボサナカツタ

ノハ、 喀血 二依 テ患者 ガ早期 二治療 ヲ求 メテ來

諮 コ トモー 因 ト考 ヘ ラ レル。 又登熱 ノアツタモ

ノハ無熱 ノ モ ノ ニ比 シ テ縄過不 良 ノ モ ノ ガ

多イ.
く

爾氣胸療法 二依 ル豫後 ヲ早期 二判定 シ得 ルヤ否

ヤ、其 ノ規準 ヲ見出 スタメニ、喀疾 結核菌 ノ消

珠 、赤 詫!減 少、 下熱時 二就 テ、治療 開始後3

ケ月 ヲ境界 トシテ其 ノ治療成績 ヲ検討 シタ=が、

一定 ノ結果 ヲ得 ラレナカ ツタ
。、嚢

氣胸 ノ纏 緻期間 ト其 ノ数果 トノ關係 二就 テハ、

氣胸期 間 ノ長 イ程 遠隔成績 ハ良好 デアル.即 チ

6ケ 月以内 二中止 シタ モ ノ ハ成績極 メ テ不良

デ、其 ノ永纐的数果 ハ12.8%デ ア リ、1/,・-1年

ノモ ノハ41.5%、1--2年 ノモヲ ハ60.6%

2年 以土 ノモノハ59'4%デ アル。唯2年 以 上 ノ
曳

例 ハ1-・Z牛 ノ例 二塊 シア少姿叉ノタメ刀或 ハ共

他 ノ原因 ノタメカ其 間 二殆 ド差 ヲ認 メ得 ナカツ

タ。再嚢 ハ略 く27%デ 、氣胸期間 ノ短 イモ ノニ
へ

多 ク,且 ヅ多 クハ氣胸 ヲ止 メテカ ラ3年 以 内 二

再獲 シタ。以上 ノ貼 カ ラ氣胸 ノ纏績期間 ハ個 々

ノ場合 二依 テ異 ナルガ、通常少 ナ ク トぞ2年 前

後織緬 ズル必要 ガアリ、氣胸申止後 モ爾経過 ヲ

注意 シテ観察 セネバナ ラヌ。

合併症 ト シ テ滲 出液瀦溜 ハ約19%二 見 ラy、

且 ツ早期 二起 ヅ易 ク多 クハ治療開始後3-6ケ

月 以内 二瀦溜 シタ。 又滲 出型 ノモノ、部分 氣胸

二多 イ。氣胸反封側肺 ノ新病竈登生及 ピ壇 悪ハ

夫 々約13%及 ピ26%二 見 ラレタe爾 自然氣胸

及 ビ察氣栓 塞 ノ夫 々1例 ヲ経瞼 シタe

な

欄筆スルニ當 リ、 終始御指導 ヲ賜 ソタ 恩師故呉

敏授二衷心ヨリ謝意ヲ表 シ、謹ソデ本稿 ヲ御露前

二捧グ.伺 御校閲ヲ賜 ツタ佐 教々授 雄二沖中講師
ら

二深謝 シ、更二呉内科氣胸室二關係 ノアツタ諸先

輩殊二黒澤 。森田雨先輩蛇二敏室員諸兄二謝意ヲ
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